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広報ああず 200210月号

カヌーツーリング駅伝大会

企経験者部門1位 カヌ 同好会2002A

15 
U雲1塁

手品1

~ 5 
守'区
?O間

;会を
言内
震tー

を操る参加者叫ん [8月25日肱川大成橋~城山 室
l

菅田2002企一般部門1位

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
!

経
験
者
部
門

(
7
チ
ー
ム
、
門
町
名
参
加
)

部
門
別
成
績

7 1 6 5 1 4 312 11: 

カカ カ流 大清流 力
ヤヌ ヤの 洲ヌ
ツ| ツ会

郵便
肱
川世間 生 同チ

ク-好.d、 ク
ー

局カ好
会 | 71"'17 カヌ

ブ 2フ ヌ 112 
AIOIB |d協~ 0ム。ク

'" 
。

2 7 
7 

2名

B A 

111 111 11111 
時時 時時 時時 時空
間間 問問 問問 間
58日 55153 53148 48イ
骨骨 骨骨 骨骨 分
17105 36153 羽日 48ム
秒秒 秒秒 秒秒 秒

一
般

部

円

高
チ
ム
、
問
名
参
加
)

企上手にパドル (擢)

1125 24123 22121 20119 18117 16115 14113 12111 1019 817 615 413 2 1 1 1~ 
パあ て」奇

本
?IT 

谷本建
上
須
戒

菅こ こMTサ
水中讃 ビ水T伊Tこ宇MC菅

イつ ザン 回ててu E I? 

ガメ

岐
水
軍

リ中 EI!:罪Eて和M。田

キぷ つ建 コプ 公つ つd AII ナメA水Aつガ p
Y602 

チンあ ち設 ンク 設だ 民ちち1Mツ |ガ M軍Mちイデ
スつ や工 工 つ館宇 やS大アネ ズネ 大 大や ヤザ 。
2ぷん業 ズ業 1 んん 井| 2 井 井ん |イ ~ 1211 

3 イ 2 4 可
ロ

ち
ロ 2 111 スナ

7 号 ち
ロ

τ
ロ
ョ コ ム

丈|
ノ
、 ス 名

グ ア
ウ娘
卜

212 212 212 212 212 212 212 212 21 1 111 111 11111 
時時 時時 時時 時間 時

間
時時 時時 時時 時時 時時 時時 時時 時時 時空

間関 間関 間間 間関 間間 間間 問問 間間 間間 問問 間間 悶
30119 18113 12112 10110 ω07 07106 05105 05ω ∞59 59159 58158 日5652イ
骨骨 骨骨 骨骨 分分 骨骨 骨骨 骨骨 骨骨 分分 骨骨 骨骨 骨骨骨
日52111146日∞ 22103日41111143羽 22119149126140127105139135116144101ム|
秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒秒

31 2 11同
副刑事
山川両
ンモうヲヰ?
特刺 1-1-
攻引 111
劇 11央

ベ17

剖ま

ゐ
f

J

I

F

A

1
時
間
切
八
万

η
秒

2
時
間
的
八
万
お
秒

2
時
間
間
分
∞
秒

オォ~うなぎ

調績に参加むよ51

企中学生部門1位

2 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
!

消
防
署
で
は
、
職
場
や
地
域
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
消
火
器
に
よ
る
消
火

訓
練
や
避
難
訓
練
な
ど
の
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

防
災
に
関
す
る
講
習
会
や
救
命
講

習
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

訓
練
や
講
習
会
を
計
画
さ
れ
る
際
に

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
消
防
署
宮

@
0
1
1
9

小学生以上で自然に興味のある人

(小学生の場合は保護者同伴)

.参加料 無料(各自昼食持参)

JR松山駅(午前8時)、 JR伊予大洲駅(午前 9時)のいずれか

下記までお問い合わせの上、お申込みください。

10月7日(月)

抽選の上、参加者には10月12日までに詳細日程を送付します。

4砂集合場所

・応募方法

・応募締切

JR松山駅→JR伊予大洲駅→南予方面のみずべ候補地→JR伊予大洲駅→JR松山駅
8 : 00 9 : 00 17 : 00 18 : 00 

http://www.skr.mlit.go.jp/kasen/ 

問い合わせ先

国土交通省松山工事事務所 「第2回宝のみずべ探し隊パスツアー」係

企 089-972-0034

四国のみずべ八十八カ所募集要項ホームページ



広報おおず 200210月号

ジ‘ユニアトライアスロン大会

第8回大洲ジュニアトライアスロン大会の結果

スリ
E
ト
た
ち
の
戦
い

品校生 中 学 生 Aマ4ーL 生 部
6年生 5年生 4年生 3年生

男 子 駅伝 女 子 男 子 駅伝
女子 男子 女 子 男子 女子 男子 女子男子

門

第第 第 第 第 第 第第 第第 第第 第 第 第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第 成
31 2 1 1 3 2 312 1 1 3 2 1 1 3 2 312 1 1 3 211 312 位1位3 211 312 1 13 21 1 211 312 ム績位位 位 位 位 位 位 位 位位 位 位 位 位 位 位位 位位 位位 位位 位位 位 位 位位 位位 位位 位 位

吉 丸 白垣 宮 上 伊松 水水 大田 荒 品 今 井 井安 山山 岡 神 菊 難 大 二 片 小 吉 銅 東堂 安水 福 岡 晶 吉 古清 小 堂 渡東 山保 片竹 上回

岡尾 井内 内田 藤尾 野野 橋 岡井 橋城 上出 西国 本崎 回池 波 田 宮岡 山田 野西 野岡 山 田 岡谷 水田 野 辺 上回 岡本 田野林 氏

孝 公 真裕
健郎太

和愛 智里 三靖 文真 良 太洋 祐 将 洋 祐 健 啓 貴 一 孝 敦 明香 裕 譲 亜久 智 真ほ 祐 ;愛純
美有 紗花希

真 恭 孝 拓 真あ 楓 雄名
四 E里 の 里す

将貞 生史 典理 佳佐 郎洋 利果 f主遥 郎平 磨 登 輔 主F主ミ主 人 介 遵 土 生之 香 里 希 二 里哉 幾 か 愛 也 太 平 麻 輔 之馬 ;少か 太 琳 大

大吉 山 大 松 大
重喜 宝善号F墾吉室 洲市大 今市治 香j県11 

大
松市山

大
写需 担語市大洲 長崎県 今治市 香j県11 松市山 大阪府 広見 大洲

大松 八 中山
今市治 大分県 長崎県 都東京

三 大
市大洲 知晶県

広 住

市洲 町田 口 市洲 市山 ，市州 市洲 ，市州 市洲 市山 幡需 町
瓶阪 見所県 町 市 町府

40139 38 43 42 41 52144 43140 40137 25 24 23 30129 29123 23122 29127 27127 27122 32131 28128 25124 33131 32130 28タ
分分 分 分 分 分 分分 分分 分分 分 分 分 分分 分分 分分 分 分 分分 分分 分分 分 分 分分 分 分 分分 分 イ
24106 16 20 26 24 2秒214秒8 15137 29128 23 45 57 06131 02147 0秒515秒2 05121 12156 00131 03107 26123 34122 22140 11139 43ム
秒秒 秒 秒 秒 秒 秒秒 秒秒 秒、 秒 秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒

3 



広報ああず 200210月号

9月定例市議会

-... 
-
且~ ・・
p・司 ~ ._-
IIE!・

..， ・・

.....1・--れ，.咽

市
議
会
9
月
定
例
会
は
、

8
月
幻
日
か
ら
9
月
4
固
ま
で
の
日
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
予
算
関
係
4
件
、
条
例
関
係
3
件
、
決
算
の
認
定
1
件
、
請
願
1

件
、
人
事
案
件
2
件
、
意
見
書
1
件
、
そ
の
他

5
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

市
長
の
議
案
提
案
理
由
説
明
(
要
旨
)

ハ
ー
ド
面
の
資
産
は
あ
る
程
度
蓄
積

今
後
は
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み

市
の
財
務
状
況
な
ど
を
分
か
り
ゃ

す
く
公
開
す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
(
貸
借
対
照
表
)
を
作
成
し
ま

し
た
。こ

の
結
果
、
市
の
資
産
総
額
は

5
6
9億
4
、
3
5
3
万
円
で
、
う
ち

道
路
、
学
校
な
ど
の
有
形
固
定
資
産

は

5
2
1
億

8
、
4
0
8
万
円
で
し

た
。
一

方
、
負
債
総
額
は

2
1
0
億

2
、
7
8
7
万
円
で
、
正
味
資
産
(
資

産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
額
)
は

3
5
9億
I
、
5
6
7
万
円
(
市
民
l

人
当
た
り
児
万
円
)
で
し
た
。
有
形

固
定
資
産
は
平
成

4
年
度
か
ら
の
凶

年
間
で
約

1
4
2
億
円
増
加
(
約

M

倍
)
し
て
お
り
、
施
設
・
設
備
な
ど

の
資
産
は
あ
る
程
度
蓄
積
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
運
用

面
で
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支

援
交
付
金
制
度
(
平
成

H
年
度
か
ら

5
年
間
)
や
水
源
の
森
林
寺
つ
く
り
実

施
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
森
林
の
多

面
的
機
能
を
発
揮
で
き
る
質
の
高
い

森
林
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

大
洲
城
跡
と
そ
の
周
辺
約
4
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
区
域
を
都
市
計
画
公
園
と
す 企議案の提案理由を述べる桝田市長(写真前)

る
都
市
計
画
決
定
を
行
い
、
事
業
認

可
を
得
る
た
め
の
基
本
計
画
書
基
本

設
計
書
を
作
成
し
て
、
魅
力
と
活
力

に
満
ち
た
ま
ち
さつ
く
り
を
進
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併

内
子
町
と
五
十
崎
町
は

2
町
で
の

合
併
を
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が

っ
て
、
こ
の

2
町
に
対
し
て
、
い

つ
で
も
協
議
で
き
る
窓
口
を
置
い
た

上
で
、
現
実
的
な
対
応
と
し
て
、
大

洲
市
・
長
浜
町

・
肱
川
町
・
河
辺
村

の
4
市
町
村
で
の
協
議
を
進
め
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
比

年
内
の
法
定
合
併
協
議
会
設
立
に
向

け、

9
月
か
ら
設
立
準
備
会
を
設
置

し、

4
市
町
村
の
職
員
に
よ
る
事
務

局
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
補
正
額
は

6
億

8
、
4
8
8
万
4
千
円
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
本
年
度
の
予
算
総
額
は

1
6
5

億
6
、
2
6
2
万
6
千
円
(
前
年
同
期

比
凶
%
増
)
と
な
り
ま
す
。

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員

辻
幸
書
(
音
田
町
)
再
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

武
内
邦
雄
(
八
多
喜
)
新
任

総務費 I 

きれいになります

補

0五郎3区集会所の屋根を葺

き替えます 90万円

算予正

| 教育費

0日本泳法研究会 (平成15
年3月 大洲市で開催)の

負担金 50万円

0水源の森林づくり事業を補助します

0森林整備のための地域活動を支援します

4 

9月定例市議会での議決事項など、詳しくは「おおず市

議会だよりNo.37 Jをご覧ください。
神伝流が披露されます



広報ああず 200210月号

10月は
開
発
行
為
に
は
許
可
が
必
要

開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
は
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
事
前

に
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
と
し
て
行
う
土
地

の
造
成
な
ど
を
い
い
ま
す
。

知事の許国ti"~璽な
開発行為

都市計画区域内の場合

3，000平方メートル以上の開発行為

1 0，000平方メートル以上の開発行為

一大洲市の場合一

都市計画区域外の場合

こ
れ
以
外
に
も
、
大
規
模
な
開
発
、

林
地
開
発
な
ど
が
あ
り
、
土
地
の
造

成
な
ど
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
大
洲
土
木
事
務
所

合

@

5
1
2
1

市
役
所
都
市
整
備
課

合
⑫

2
1
1
1
(内
線
2
4
1
)

1 ~II I::ヨ 目

1 1::ヨ 1'1 t::a司 副

I I I I ~ヨ 11 1 目

III I ~ヨ 1 1 1 11 

日四大
洲
拠
点
地
区
で
の
開
発
行
為

大
洲
拠
点
地
区
の
一
部
で
は
盛
土

規
制
や
道
路
後
退
の
協
定
を
行

っ
て

い
ま
す
。
盛
土
(
農
地
利
用
以
外
の

目
的
で
行
う
土
地
の
埋
め
立
て
な
ど
)

や
宅
地
開
発
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
開
発
区
域
の
面
積
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
、
市
と
の
協
議
が
必

要
で
す
。

開
発
を
行
う
場
合
に
は
、
所
在
位

置
を
十
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
方
拠
点
都
市
対
策
課

合
⑫

2
1
1
1
(内
線
2
8
3
)

土
地
価
格
の
目
安
と
な
る
地
価
公
示

地
価
公
示
と
は
、
売
買
時
の
目
安

と
す
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
内
で

標
準
的
な
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る

土
地
(
標
準
地
)
を
選
び
、
そ
の
土

地
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定

士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
園
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
な

ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ
、
適

正
な
地
価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
条
件

(形
状
、
道
路
、
駅
か
ら
の
距
離
、

上
・
下
水
道
な
ど
)
を
標
準
地
と
比

較
す
れ
ば
、
知
り
た
い
土
地
の
お
お

よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

県
内
の
地
価
公
示
関
係
書
面
(
標

準
地
の
価
格
や
周
辺
の
状
況
等
)
は

市
役
所
企
画
情
報
課
に
す
べ
て
あ
り

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

忘
れ
ず
に
!
土
地
取
引
の
届
出

次
の
事
例
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
契
約
後
2
週
間
以
内
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
土
地

.
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す

る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲

市
内
に
は
該
当
な
し
)

A

マ
そ
の
他
の
区
域

A

市
街
化
区
域

2
千
平
方
肘
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
)

B

A

を
除
く
都
市
計
画
区
域

5
千
平
方
針
以
上
の
土
地

C

土
地
計
画
区
域
以
外
の
区
域

-
万
平
方
肘
以
上
の
土
地

※
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
情
報
課

合
(旬

2
1
1
1
(内
線
3
7
1
)

、“新
し
い
制
度
が
で
き
ま
し
た

• 
…
農
地
流
動
化
奨
刷
金
交
付
事
業

• 
日

市
で
は
、
認
定
農
業
者
へ
の
農
地

日
利
用
集
積
と
効
率
的
利
用
を
図
る
た

“
め
、
「
農
地
流
動
化
奨
励
金
交
付
事

“
業
」
を
平
成
凶
年
度
か
ら

3
年
間
実

“
施
し
ま
す
。

日

担
い
手
の
不
足
、
高
齢
化
、
農
産

“
物
価
格
の
低
迷
な
ど
、
厳
し
い
環
境

“
に
あ
る
農
業
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い

い
く
た
め
に
は
、
経
営
体
の
確
保
が
重

日
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
認
定
農
業
者

"
の
育
成
を
図
る
観
点
か
ら
、
以
下
の

“
要
件
を
満
た
し
た
認
定
農
業
者
な
ど

“
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

0

.
【認
定
農
業
者
と
は
】

• 
-

効
率
的
で
安
定
し
た
魅
力
あ
る
農

• 
-
業
経
営
を
目
指
し
て
、
自
ら
作
成
し

“
た
農
業
経
営
改
善
計
画
書

(
5
年
後

日
の
経
営
目
標
)
を
市
に
提
出
し
、
市

“
の
基
本
構
想
に
照
ら
し
て
認
定
し
た

日
農
業
者
で
す
。

日
【対
象
農
地
】

日

大
洲
市
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地

"
に
つ
い
て
、
利
用
権
設
定
等
促
進
事

“
業
に
よ
る
賃
借
権
の
設
定
を
し
た
農

“
地

“
【交
付
対
象
者
】

“

3
年
以
上
の
賃
借
権
を
設
定
し
た

.
認
定
農
業
者
並
び
に
当
該
認
定
農
業

• 
-
者
に
賃
借
権
の
設
定
を
行
っ
た
者

.
【奨
励
金
の
単
価
】

.

.
 借

り

手

別

表
の
と
お
り
(
た
だ

.

し
、
奨
励
金
の
交
付
は
賃
借
権
の

“

設
定
を
し
た
当
該
年
度
の
み
)

日
。
貸
し
手
年
間
賃
借
料
の

l
割

，
 

農 【 ②① 一
色埜明 借り手の実励金の単価 単位:1?アル当たり のすく貧解現芝同不買
晶画末 I I _'，"，"""JJ. I _'，"，"""JJ. I =""""""JJ. I '='''''''''''"JJ. I でる)品約在疋 ー の⑫ロ不 ム 1.::r:，IrT1.Ld:::_..........:.n...........j，t.[]1313 I普通農地 |普通農地 |国営農地 |国営農地| 借7E Z |利用権の設定期間 1 (再設定) 1 '(新規)~ 1 (再設定) 1 (新規)| 主要ZIL若手自々 2
1係 せ In~"" ~~+ ... I nMnrn  I ~ Mnrn  I n ~Mrn I ~ MMn  I し品励妥再さる帯 ②i 主 13年以上階満 1 3，000円 1 5，000円 1 3，600円 1 6，000円 | て 対 金 更 度 れ 場 員 に

| l く象交に契て合の該

長 |6年以上 1吋 19，000円 115，000円 110，800円 118，000円 1242i空工 時
つ 円り趣解れ賃 賃る

2 110年以上 112，000円 120，000円 114，400円 124，000円 | υ ま旨約る借 借場| I '.....，...，...，...， 1 J I .....V，VVVI  J I '~， -TVVI .J I | せにを場権 権合

立 I I ん反除合を の、............ .. . . . . ....... . ...... . . . ............... . .. . .. . . . .. . . . . . ... ....， 
5 
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70歳以上のみなさん孫
老人保健制度が変わります

平成14年10月1日から

0老人保健の対象となる年齢が75歳に蛮わります

O医療費の自己負担が蛮わります

受
給
者
証
を
お
渡
し
し
ま
す

①
平
成
同
年
9
月
初
日
ま
で
に
河
歳

に
な
る
人

老
人
保
健
に
よ
る
医
療
を
受
け

ま
す
。
(
「
医
療
受
給
者
証
」
と

「
健
康
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
)

②
平
成

M
年

m月
1
日
以
降
に
河
歳

に
な
る
人

初
歳
か
ら
江
歳
ま
で
引
き
続
き

加
入
す
る
医
療
保
険
で
医
療
を
受

け
ま
す
。
(
「
高
齢
受
給
者
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
)

所
得
に
応
じ
て
医
療
費
の

1
割

ま
た
は

2
割
を
負
担

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療

費
の
負
担
割
合
は
、
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す

.
原
則

l
割

-

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人

2
割

※
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
と
は
、

各
種
控
除
後
の
課
税
所
得
が
基
準
額

以
上
の
人
及
び
そ
の
人
と
同
じ
世
帯

の
人
の
こ
と
で
す
。

2 入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

入
院
し
た
と
き
は
、

一
部
負
担
金

の
ほ
か
に
、
食
事
代
と
し
て

1
日
に

つ
き
次
の
負
担
額
が
必
要
で
す
。

A
V
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
及
び

一
般
の
人

7
8
0円

.
世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
の
市
民
税

非
課
税
の
人
《
低
所
得

E
V

・
卯
日
ま
で
の
入
院

6
5
0
円

.ω日
を
超
え
る
入
院

5
0
0
円

.
世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
か
つ
所
得
が

0
円
と
な
る

世
帯
に
属
す
る
人
《
低
所
得

I
V

3
0
0
円

い次 一 3 て負険
戻の部同一 く担環低
し表負じ 晶 だ額境所
が の 担 月 額 さ滅課 得
受と金内 医 い額で E
けおをに 療 。認「、
らり支、費 定限 I
れ、払限の 証度 の
ま超っ度払 」額人
すえ ι額日 の適は
。た〉ごを 戻 申用市
分=超し 請・役

※特定疾病患者の自己負担額は 1カ月 l万円までです。 の与え を標所
※入院時の食事代や差額ベットなどは、支給対象にはなりません。 払 、て し 準保

「自分の健康は自分で守る」を合言葉に健康で楽しい生活を送るため、 老人1人当たり
日頃から健康づくりに励みましょう 。また、同じ内容の治療をいろいろ 一一一一 一一一一、

な病院で必要以上に受ける“重複受診"や通院回数が必要以上に多くな ド巳~~号ヴヴ h ヴ~1-1-1
る“多受診"にならないよう、適正な受診を心がけましょう o ・乙五点勾、 F、・・ノ4 ・・J ぱ 4

70歳以上の人の自己負担限度額(月額)

外来の限度額(個人ごとに計算) 入院及び世帯ごとの限度額

一 定以上の 72，300円

所得がある人
40，200円 + 

[(実際にかかった医療費-361，500) x 1 %l 

般 12，000円 40，200円

E 24，600円
低所得 8，000円 一 一一一一一 一一一一 一ー ー 一 一一一一一一一一一一 一 一一一一一一

I 15，000円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
老
人
保
険
係

合

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
4
)

前年に比べ1.7%増一人当たりの老人医療費の推移

I頁 目 件数 ノ1ヘz 客員

入 院 6，027 27憶4，310万円

診療費 入院外 99，686 19億4，059万円

歯科 7，013 1億2，695万円

百周 斉Ij 17，298 2億1，190万円

施設医療費
入所 。 企 10万円

通所

訪問看護 115 1，095万円

療養費 (コルセ ット・柔道整
1，338 1，492万円

復・アンマ・マッサージなど)

-̂-与 計 131，477 50億4，831万円Eコ

平成13年度大洲市の老人医療費の状況

( )は前年度比伸び率万円

90 

80 

70 

60 

50 

6 

6，498人月平均老人医療受給者 (平成13年度)

平
成
日
年
度

平
成
ロ
年
度

平
成
け
年
度

平
成
叩
年
度

平
成
9
年
度

平
成
8
年
度

平
成
7
年
度

平
成
6
年
度

平
成
5
年
度

平
成
4
年
度

。
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叩
月
は
犬
の
危
険
防
止
対
策
推
進
月
間

i

…
@
闘
い
主
の
三
な
い
運
動
植
進
中
，
.

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
犬
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
な
く
、

ま
す
。
日
頃
か
ら
十
分
な
気
配
り
と
正
し

い
し
つ
け
で
、

努
め
、
楽
し
く
犬
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

放
さ
な
い

o 00 
う散う家放
!歩!でし
のは飼
rレ(い

き-r，は
も ;で事
綱ニ故
を にの
っ飼も
けいと
ま まで
し しす
よよ!

迷
惑
を
か
け
な
い

工島 て

O
道
路
や
公
園
は
犬

の
ト
イ
レ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
!

O
フ
ン
尿
の
排
池
は

飼
い
主
の
敷
地
内

で
さ
せ
ま
し
ょ
う
!

O
散
歩
の
と
き
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り

士
」ナ
し
ょ
、
っ

1
・

※
肱
川
な
ど
の
河
原
の
フ
ン
の
苦

情
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
河

原
で
あ
っ
て
も
、
フ
ン
は
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
!

O
犬
が
吠
え
る
に
は
原
因
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
し
て
吠
え
る
の
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

捨
て
な
い

O
捨
て
犬
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

苦
手
な
人
も

い

事
故
の
防
止
に

、
内

j
'
l
・

0
犬
猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
制
度

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
!

O
飼
え
な
い
と
き
は
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
ま
し
ょ
う
!

O
家
族
の
一
員
と
し
て
終
生
か
わ
い

が
り
ま
し
ょ
う
!

か
み
つ
き
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
!

か
み
つ
き
事
故
の
原
因
は
、
主
に

飼
い
主
の
飼
育
管
理
や
し
つ
け
に
問

題
が
あ
り
ま
す
。
犬
の
本
能

・
生

理

・
習
性
を
よ
く
理
解
し
て
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬の霊録と狂犬病予防注射を
必す1受けましょう!

登録・届出は市役所保険環境課へ

二字 生後90日を超えた犬は、必ず登

録(1回限り)をして、年 1回の狂

犬病予防注射を受けなければなりま

せん。

ただし、平成 7年度以降に登録し

た犬については、登録の必要はあり

ません。

p~ 
『司

か
み
つ
き
事
故
防
止
の
た
め
に

O
放
し
飼
い
を
し
な
い

O
離
れ
な
い
よ
う
に
つ
な
ぐ

O
つ
な
ぎ
場
所
を
か
え
る

全
国
的
に
狩
猟
犬
に
よ
る
か
み
つ

き
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
人
の

生
命
・
身
体
や
財
産
に
危
害
を
加
え

な
い
よ
う
、
狩
猟
の
際
に
は
、
十
分

訓
練
さ
れ
た
犬
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

官

@
2
1
1
1
(内
線

1
6
6
)

コ犬の首輪には、狂犬病予防注射清

票を必ず付けてください。

二手 登録した犬の所在地、所有者など

が変わったり、犬が死んだ、りした場

合は、犬鑑札、狂犬病予防注射済票

及ぴ認め印を持参の上、届出をして

ください。

人
権
文
化
の
創
造

|
高
校
野
球
に
学
ぶ
|

去
る

7
月
、
坊
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア

ム
で
行
わ
れ
た
高
校
野
球
愛
媛
県
大

会
の
準
々
決
勝
の
試
合
を
観
戦
し
ま

し
た
。

高
校
野
球
の
試
合
を
球
場
で
観
戦

す
る
の
は
、

日
数
年
ぶ
り
で
し
た
が
、

午
後
か
ら
南
予
の
強
豪

U
高
校
と

Y

高
校
の
両
校
が
そ
れ
ぞ
れ
第

3
、
第

4
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
た
の
で
楽
し
み
に
し
て
昼
ご
ろ
か

ら
球
場
に
出
か
け
た
の
で
す
。

球
場
に
入
る
と
す
ぐ
場
内
の
雰
囲

気
と
熱
気
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

ど
の
チ

1
ム
も
応
援
団
長
を
中
心

に
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
応
援
団
が

一

体
と
な
っ
て
試
合
を
盛
り
上
げ
、
選

手
の
士
気
を
高
め
る
た
め
の
整
然
と

し
た
応
援
態
勢
に
、
ま
ず
感
心
し
ま

し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
焼
却凧
の

や

じ

こ
と
、

一
般
の
観
衆
か
ら
も
野
次
一

つ
な
く
、
品
位
あ
る
応
援
に
終
始
し

て
い
ま
し
た
。
更
に
高
校
球
児
の
若

さ
溢
れ
る
精

一
杯
の
プ
レ
ー
に

一
喜

い
ち
ゅ
う

一
憂
し
な
が
ら
も
、
試
合
が
終
わ
れ

ば
、
双
方
の
応
援
団
全
員
が
起
立
し

て
、
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
、
エ

ー
ル
を
交
換
し
合
う
姿
は
深
い
感
動

を
呼
び
ま
し
た
。

翌
日
の
新
聞
に

Y
高
校
と
対
戦
し

て
惜
敗
し
た

N
高
校
の

「強
敵
Y
高

校
に
あ
れ
だ
け
善
戦
で
き
悔
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
胸
を
張
っ
て

N
市
に
帰

り
ま
す
」
と
い
う
談
話
に
、
互
角
に

戦

つ
で
も
な
お
そ
の
謙
虚
さ
に
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
翌
日
に
は
、

準
決
勝
で
惜
し
く
も
敗
退
し
た

Y
高

校
が
試
合
終
了
後
、
相
手
の
ベ
ン
チ

を
訪
ね
千
羽
鶴
を
手
渡
し
て
、
今
後

の
健
闘
を
託
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
と
し
て
「
友
情
と
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
の
精
神
」
を
徹
底
す
る
姿
勢

が
定
着
し
て
い
る
今
、
そ
の
陰
に
は

県
高
校
野
球
連
盟
の
役
員
・
関
係
者

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
高
校
当
局
並

び
に
後
援
会
等
の
皆
さ
ん
の
長
年
に

わ
た
る
指
導
と
努
力
の
積
み
重
ね
が

あ

っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

試
合
を
観
戦
し
な
が
ら
、
高
校
野

球
で
技
を
競
い
合
う
球
場
内
は
、
若

人
に
と

っ
て
貴
重
な
「
教
育
の
道
場
」

で
あ
る
こ
と
を
体
感
し
、
テ
レ
ビ
観

戦
で
は
気
づ
か
な
い
愛
媛
県
高
校
野

球
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今、

「
人
権
文
化
に
満
ち
た
、
人

に
や
さ
し

い
、
ま
ち
“つ
く
り
」

が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
権

が
生
活
の
中
に
定
着
し
て
い
る
状
態

を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
も
、
家
庭
で
、
地
域
で
、
職

場
で
人
権
文
化
を
つ
く
り
出
す
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

口同

rF
t
r
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干す合併に関するアンケート結果

合併は必要である

22.5% 
合併はやむをえない

36.4% 

くL合併が必要な理由は?
o 

γ一一一一一一一一一一一一
L 広t或的なまちづくりを行うことができる

効率的な行政運営による重点的投資

住民が参加できるまちづくりのきっかけ

人口規模等の拡大によるイメージア ップ

他の市町村の施設が利用しやすくなる

効率的な職員配置による住民サービスの向上

市町村長や議員、職員の削減による経費圧縮

合併は時代の流れである

財政基盤の強化・健全化を期待する

その他

基本パターン

(長浜・内子・五十崎・肱川・河辺)

72.5% 

この組み合わせを

選んだ理由は?

想定される人口減少への対応

地域における競争力や役割の拡大

歴史的つながりが強い

広域行政のつながりが強い

生活圏としてのつながりが強い

きめ細かし1住民サービスが期待できる

その他

不明

基本パターンの

組み合わせを

選んだ理由

20 

広報おおず 2002 10月号

シリーズ f市町村合併jを考える

調査対象:大洲市在住の20歳以上の人

回収状況:配布枚数 30，534枚

回収部数 12，504枚

回収率 41.0%

合併は必要ない

21.5% 

30.3% 

不明 1.3% 

分からない

18.3% 

60 80% 

60.5% 

49.1% 

不明 2.3% 

長浜 ・肱川 ・河辺

19.1% 

長浜 -肱川 -河辺の

組み合わせを

選んだ理由

その他の

組み合わせを

選んだ理由

8 



広報おおず 2002 10月号

シリーズ f市町村合併jを考える

，一一一-------
，ー------、、、

7月中旬から行った市町村合併に関する住民アン

ケ-卜の結果をお知らせします。

ワ月中旬から8月4日まで無線放送や有線放送、広

報車、大洲市公式ホームページ等によりアンケ-ト

回答のお願いをしたところ、多くの皆さんのご協力

をいただきました。ありがとうございました。

きめ細かい行政サービスが期待できない

市役所が移転され不便になる

地域の歴史・文化 ・伝統が失われる

中心部が良くなって周辺部がさびれる

公共料金等が上が、り、住民負担が増える

住民の声が届きにくくなる

地域の名前が失われる

財源不足を克服し、市単独でやっていくべき

合併する理由がない

その他

ヨ 7フンケートの回答者は?

問 1性別は? 男 46.2%

40歳代
15.8% 

60歳代
17.9% 間 2年齢は?

三
下

60 80% 

50.6% 

女 52.5%

%
園
田
園

内
‘
》

日

H
R
P
 

不

50歳代
18.5% 

70歳代
23.8% 

吾多
15.0% 間 3 お住まいI~?

問4職業は?

.アンケート結果と今後の対応について

「合併の必要性」については、「やむを得ない」とい

う回答を含めて過半数を超える約6割の人が合併は必要

であると答えています。「合併の組み合わせ」について

は約7割の人が「大洲市と喜多郡町村 (県の基本パター

ン)Jを望んでいるという結果でした。

しかし、内子町と五十崎町は、すでに2町での合併を

三善 36%

表明しています。そこで、今後も内子町・五十崎町と

の協議の窓口を置いた上で、現実的な対応をとること

にしました。従って、2町を除いた「大洲市と長浜町、

肱川町、河辺村Jの4市町村による合併協議会 (任意)

の設立準備のため、 9月2日に 「大洲喜多合併協議会

(任意)設立準備会Jを設立しました。

大洲市喜多郡合併協議会 (任意)設立準備会事務局

大洲市大洲891番地の1 大洲市民会館3階 ft23-0234 固23-0233

市町村合併、これからどうなる?? {11月号に続く } [問い合わせ先]市町村合併推進室 ft24-2111 内線360

9 



広報おおず 2002 10月号

市
立
博
物
館
企
画
展
(
前
期
)

一
折
谷
志
の
す
が
た

j

一
万
石
の
歴
史
と
文
化
j

1
万

石

の
小
さ
な
藩
な
が
ら
幕
末
に
は
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場

し
、
勤
皇
派
と
し
て
そ
の
名
を
残
し
た
新
谷
藩
に
つ
い
て
の
展

示
で
す
。

江
戸
時
代
の
伊
予
国
は
8
つ
の
藩

(松
山
、
宇
和
島
、
今
治
、
大
洲
、
西

条
、
吉
田
、
小
松
、
新
谷
)
に
分
割

さ
れ
統
治
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

8
藩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
在
所

と
呼
ば
れ
る
拠
点
を
設
け
、
そ
こ
で

領
内
を
統
括
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

りんIrうかく

企麟鳳閣 (慶応4年/新谷小学校)

の
大
洲
市
に
は
、

こ
の
8
藩
の
内
2

藩
の
在
所
が
あ
り
ま
し
た
。
大
洲
藩

と
新
谷
藩
で
す
。

元
和
9
年

(1
6
2
3
)
、
加
藤
直

泰
は
父
加
藤
貞
泰
死
後
、
そ
の
遺
言

に
よ
り
l
万
石
を
分
知
(
分
け
与
え

る
こ
と
)
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

順
調
に
分
知
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
寛
永
同
年

(1
6
3
9
)
、

双
方
の
妥
協
に
よ
り
l
万
石
の
内
分

を
受
け
た
直
泰
は
、
寛
永
山
年

(1

6
4
2
)、
新
谷
の
地
を
在
所
と
定
め

陣
屋
と
武
家
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
新
谷
藩
の
藩
政
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
直
泰
が
在
所

を
新
谷
に
定
め
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど

3
6
0
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
城
跡

の
ほ
か
多
く
の
史
跡
が
残
る
大
洲
藩

が
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
、
新
谷
藩
の
歴
史
や
文
化
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
博
物
館
で
は
、
皆
さ

ん
に
新
谷
藩
に
つ
い
て
認
識
を
新
た

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
歴
史

と
風
土
に
焦
点
を
当
て
、
当
時
活
躍

し
た
人
々
や
文
化
に
つ
い
て
、
次
の

4
つ
の
項
目
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

展
示
内
容

ー

「
新
谷
藩
の
は
じ
ま
り
」

分
知
騒
動
か
ら
幕
府
と
藩
の
関

係
、
家
臣
団
の
成
立
に
つ
い
て
古

文
書
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

2

「
新
谷
藩
の
歴
代
藩
主
」

加
藤
直
泰
か
ら
泰
令
ま
で
9
代

の
藩
主
が
新
谷
の
地
を
治
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
藩
主
の
遺
品
や

墨
跡
な
ど
か
ら
人
物
像
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

3

「
藩
の
財
政
と
統
治
」

江
戸
時
代
を
通
し
て
新
谷
藩
は

財
政
難
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
幕
末
に
は
黒
船
が
長

浜
沖
に
現
れ
る
な
ど
農
村
に
緊
迫

し
た
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
町
人
の
藩
財
政
へ
の
援
助

そうきんおんくら

企惣金御鞍

(江戸時代/山口神社)

や
幕
末
に
お
け
る
農
村
支
配
の
変

化
に
つ
い
て
、
古
文
書
な
ど
か
ら

紹
介
し
ま
す
。

4

「
新
谷
藩
の
教
学
」

中
江
藤
樹
が
新
谷
の
地
を
去

っ

た
後
も
新
谷
藩
で
は
中
江
藤
樹
の

下
に
家
臣
を
派
遣
す
る
な
ど
家
臣

の
教
学
に
力
を
注
、
ぎ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
新
谷
藩
と
家
臣
の
教
学

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ

一
度
ご
燕
館
く
だ
さ
い

・
期
間

(前
期
)

日
月
8
日
(
火
)
か
ら

ロ
月
8
日
(
日
)
ま
で

.
場
所

大
洲
市
立
博
物
館

4
階
展
示
室

(
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
内
)

.
時
間
午
前
9
時
1
午
後
4
時
加
分

.
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日

(月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
)

※
日
月
3
日
は
開
館
し
ま
す

0

.
入
館
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館
宮
⑫
4
1
0
7

※
後
期
の
展
示

(平
成
日
年
2
月
l

日
か
ら
)
で
は
、
新
谷
藩
が
輩
出

し
た
偉
人
た
ち
を
中
心
に
紹
介
し

ま
す
。

格i

厚与

払
ザh

!菊
11 "喬
A加藤泰偉筆六字一行書

(江戸時代/法眼寺)

10 

は
か
り
の
定
期
検
査

叩
月
1
日
か
ら
実
施

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る

「は
か

り
」
に
は
、
計
量
法
に
よ
り
2
年
に

1
度
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
検
査
合
格
シ
1
ル
の
な

い
「
は
か
り
」
は
原
則
と
し
て
商
取

引
な
ど
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー、

キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
を
家
庭
内
で

使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《検
査
手
数
料
》

.
棒
は
か
り

-
電
気
式
は
か
り

I
、
4
0
0
円
1
2
、

.
そ
の
他
の
は
か
り

5
0
0
円
1
1、

5
0
0
円

※
手
数
料
は
当
日
お
支
払
く
だ
さ
い
。

々
C

戸九f
a
、

L
T
'
 

且
文

。タ』
客
且

姶
明

4
9
 

ぷ
町でのる

品
詞
Mで付は

同
門
又

ぷ
わで岨

明
A
宮の

あ
Hず

2
5
0
円

2
0
0
円

計量器の定期検査日程

月日 時 閑 場 所

10月1日
10: 00-12 : 00 菅 国 連絡 所
13: 30-15: 00 大 川 連絡 所

10月2日
10: 00-12 : 00 新 谷 連絡 所
13: 30-15 : 00 柳沢連絡所

10月3日
10: 00-12 : 00 八多喜連絡 所
13: 30-15 : 00 上 須戒 連 絡 所

10月4日
10: 00-12: 00 南 久米 連 絡 所
13: 30-15: 00 平野連絡所

10月7日
10: 00-12: 00 

大洲 市民 会館
13: 00-15: 00 

10月8日
10: 00-12・。。

大洲市総合福祉セン空
13:00-15:0。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
第
2
係

合

@

2
1
1
1

(内
線
3
5
5
)

愛
媛
県
計
量
検
定
所

宮

0
8
9
・
9
4
7
・
4
0
0
1



広報おおず 2002 10月号

マ
喧
R
d
F
-
F
4
有

毒

4
p
-

，t
牢

喧

茸

喧

R
4
p
-即
時

-
R
4軍
司

即

時

国

守

、
期
対
矧
周
到
副
制
剖
到
刈
|

ま
す
。

回干

f
i
t
-
-懐
閥
抗
同
肘
陀
l

今
年
度
の
主
な
事
業
な
ど

与

幻
世
紀
を
迎
え
、
少
子
・
高
齢
時

O
広
報
お
お
ず

「輝
い
て
今
」
を
活
与

代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
用
し
た
意
識
づ
く
り

与

国
際
化
や
情
報
化
も
急
速
に
進
み
、

O
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
国守

私
た
ち
の
社
会
は
大
き
な
転
換
期
を
に
よ
る
啓
発
活
動

与

迎
え
て
い
ま
す
。

O
人
権
座
談
会
の
開
催
に
よ
る
人
権
与

私
た
ち
が
、
真
に
豊
か
で
生
き
が
意
識
の
高
揚

与

い
の
持
て
る
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

O
先
進
地
研
修
の
実
施
に
よ
る
男
女
単

世
代
や
性
別
を
越
え
、

一
人
ひ
と
り
共
同
参
画
計
画
づ
く
り
の
検
討

与

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
個
性
や

与

能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
づ
今
後
、
国
の
男
女
共
同
参
画
社
会
i

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
基
本
法
や
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
一一

す
。
と
り
わ
け
市
民
の
半
数
以
上
を
に
基
づ
き
、
行
政
機
関
、
女
性
団
体
し

占
め
る
女
性
が
、
男
性
と
共
に
お
互
や
女
性
塾
な
ど
と
連
携
し
、
女
性
リ
ー

い
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
社
会
の
あ

l
ダ
!
の
養
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
与

ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
喜
び
も
責
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
辱

任
も
分
か
ち
合
う
男
女
共
同
参
画
社
す
。

回干

会
の
実
現
が
不
可
欠
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

与

大
洲
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
業
企
画
情
報
課
女
性
係

挙

活
動
に
よ
り
、
そ
の
実
現
を
目
指
し

包
@

2
1
1
1
(内
線

3
7
0
)

与

量

軍

事

領

事

信

事

事

領

事

』

軍

事

』

軍

事

』

軍

事

』

軍

事

依

』

軍

事

事

仮

復

与

.. .. 
男女がともに尊重される社会づくりを目指して、

男女共同参画に関する情報を発信します!

布
告
』
軍
』
軍
事
』
軍
事
h

軍
事 .. .. 

.. .. 

ぜ
ひ
ご
応
募
を
!

明
治
・
大
正
期
の
様
子
を
再
現
す

る
「
お
は
な
は
ん
花
嫁
道
中
」
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
花
嫁
道
中
の
参

加
者
(
女
性
)
を
募
集
し
ま
す
。

資

格

小
学
校
高
学
年
以
上
の
女
性

参
加
費

無
料
(
写
真
を
贈
呈
の
予
定
で
す
。
)

※
ロ
ン
グ
へ
ア
の
人
の
み
日
本
髪
を

結
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
絡
先

お
は
な
は
ん
花
嫁
道
中
実
行
委
員
会

田
中
小
夜
子

宮
@
5
7
1
7

時 14年10月1日現在で ⑤ 
就業構造基本調査を実施します

統計で働く姿を見つめよう

調査の対象となった世帯には、統計調査員が

伺いますので、ご協力をお願いします。 芭

『

喧

即

時大洲市企画情報課情報統計係

n24-2111 (内線372)
聞い合わせ先

藤
樹
完
隼
位
尊
樹
(19) 

「孝」

に
つ
い
て

① 

こ
れ
ま
で
、
十
五
回
に
わ
た

っ
て

中
江
藤
樹
の

一
生
を
簡
単
に
た
ど

っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
そ
の
教

え
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
解
説
し

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
藤
樹
心
学
が
、
現

在
求
め
ら
れ
て
い
る
日
本
人
の
心
の

教
育
に
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も

の
だ
と
分
か

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

中
江
藤
樹
と
聞
い
て
、
多
く
の
人

が
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
言
葉
は
「
孝
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
樹
は
そ
の
著
「
翁
問
答
」
で
、

孝
の
思
想
を
中
心
に
、
人
間

一
生
涯

の
道
を
説
い
て
い
ま
す
。
こ
の
思
想

は
、
「
孝
経
」
か
ら
出
て
い
ま
す
。

「孝
経
」
は
、
孔
子
の
教
え
を
弟
子
が

書
き
取
っ
た
も
の
で
、
藤
樹
は
そ
の

解
説
書
で
あ
る
「
孝
経
大
全
」
を
三

十

一
歳
の
時
に
読
み
、
大
変
感
激
し

土品

l
v

れ~
。

「
孝
経
」
の
初
め
の
部
分
に
は
、

「
そ
れ
孝
は
徳
の
本
な
り
、
教
え
の
由

っ
て
生
ず
る
所
な
り
」
と
あ
り
、
そ

の
あ
と
に
、
「
天
子
」
「
諸
候
」
「
鰍
対

ふ

し

し

よ

じ

ι

夫
」
「
士
」
「
庶
人
」
:
・の
「
孝
」
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ん
こ
、
つ

藤
樹
は
、
特
に
「
全
孝
」
の
思
想

に
着
目
し
ま
し
た
。
「
孝
」
は
、
神
の

心
か
ら
出
て
、
神
に
帰
っ
て
い
く
と

う
い
う
考
え
方
で
す
。

第

一
の
孝
は
神
の
心
で
す
。
天
地

万
物
に
、
存
在
と
生
命
を
与
え
そ
れ

を
養

っ
て
い
く
元
の
働
き
で
す
。

第
二
の
孝
は
、
親
の
子
に
対
す
る

孝
で
す
。
神
の
恩
恵
に
気
付
き
感
謝

し
な
が
ら
、
自
分
を
磨
き
、
子
ど
も

(
後
輩
)
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
愛

育
・
養
育

・
教
育
の
働
き
で
す
。
甘

や
か
す
こ
と
な
く
、
子
が
成
人
す
る

に
従
っ
て
感
謝
し
、
敬
愛
し
な
い
で

い
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
に
働
き
か
け

る
こ
と
で
す
。

第
三
の
孝
は
、
子
の
親
に
対
す
る

孝
で
す
。
敬

・
愛

・
従
の
心
で
親
に

接
し
、
同
時
に
自
分
を
取
り
巻
く
す

べ
て
の
人
々
に
対
し
て
、
そ
の
実
践

を
押
し
広
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
親

や
友
人
の
間
違
い
に
気
付
い
た
ら
、

い
さ

真
心
を
も
っ
て
諌
め
る
の
も
孝
で
す
。

第
四
の
孝
は
、
第
三
の
孝
を
押
し

広
め
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
深
め
ら

れ
、
高
め
ら
れ
て
、
親
の
親
の
元
の

親
で
あ
る
神
(
太
虚

・
大
自
然
)
に

向
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。

藤
樹
は
、
婦
人
の
た
め
に
仮
名
を

使
っ
た
「
か
な
が
き
孝
経
」
や
人
々

の

た

め

に

「

墨

書

を

書

い

て

「
孝
」
の
大
切
さ
を
説
き
ま
し
た
。

11 



広報おおず 200210月号

平成14年 9月 1日まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 308，961，462円
です。

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係

かわら版

徹
底
解
剖
!

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事

i
基
礎
工
事
編

5

内線352

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
は
、
平

成
十
三
年
十
月
か
ら
天
守
閣
下
の
既

存
石
垣
二
・
六
2m
の
部
分
改
修

(詳

し
く
は
か
わ
ら
版
第
六
十
六
号
)
に

入
り
、
平
成
十
四
年
二
月
か
ら
五
月

ま
で
の
四
カ
月
に
わ
た
り
基
礎
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
こ
の

基
礎
工
事
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し

ま
す
。

大
洲
城
天
守
閣
は
木
造
四
階
建
て

で
、
高
さ
十
九

・
一
五
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
四
四

0
ト
ン
も
あ
る
大
規
模
木

造
建
築
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
構
造
上

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
建
物
を

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
で
支
え

ま
す
。

基
礎
杭
の
工
事

基
礎
に
は
、
建
物
下
に
直
径

一

五
メ
ー
ト
ル
の
基
礎
杭
六
本
を
打
ち

込
み
ま
し
た
。
打
設
の
際
は
、
機
械

合 24-2111

の
震
動
に
よ
る
既
存
石
垣
へ
の
影
響

を
避
け
る
た
め
、
ま
た
遺
物
が
出
土

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
地
下
六
メ

ー
ト
ル
ま
で
手
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
大
洲
市
教
育
委
員
会

の
立
会
の
も
と
実
施
し
、
そ
の
結
果
、

瓦
や
土
器
の
破
片
な
ど
数
十
点
の
遺

物
が
出
土
し
ま
し
た
。
六
メ
ー
ト
ル

下
ま
で
手
掘
り
し
た
後
は
、
一
度
掘

っ
た
穴
を
埋
め
戻
し
、
ア
ー
ス
ド
リ

ル
と
呼
ば
れ
る
機
械
で

一
気
に
岩
盤

ま
で
掘
り
進
め
ま
し
た
。
六
本
の
杭

の
う
ち
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
二
十
三

メ
ー
ト
ル
、
浅
い
と
こ
ろ
で
十
七
メ

ー
ト
ル

に
な
り
ま
す
。
掘
っ
た
穴
を

型
枠
で
固
定
す
る
と
、
今
度
は
鉄
筋

を
入
れ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し

込
み
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
固

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
型
枠
を
外
し
、
基

礎
杭
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
工

企保存した巨石列

法
を
現
場
築
造
杭
と
呼
び
ま
す
。

基
礎
梁
の
工
事

基
礎
杭
の
打
設
が
完
了
す
る
と
、

今
度
は
基
礎
杭
の
上
に
建
物
を
受
け

る
た
め
の
基
礎
梁
を
築
い
て
い
き
ま

し
た
。
基
礎
梁
は
、
先
の
発
掘
調
査

で
出
土
し
た
遺
構
を
保
護
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
を
避
け
て
配
置
し
ま
し
た
。

特
に
、
今
回
復
元
す
る
天
守
閣
よ
り

も
前
の
時
代
に
建

っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
建
物
の
基
礎
石
(
東
西
に
延
び

る
巨
石
列
)
は
、
後
世
に
そ
の
存
在

が
分
か
る
よ
う
基
礎
梁
か
ら
露
出
さ

せ
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

耐
周
年
数
六
百
年
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

大
洲
城
天
守
閣
は
、
創
建
か
ら
二

百
五
十
年
以
上
建
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
復
元
す
る
天

守
閣
も
こ
れ
以
上

建
っ
て
い
て
ほ
し

い
と
考
え
、
用
材

の
う
ち
構
造
材
は

木
材
の
中
心
部
分

の
赤
身
と
呼
ば
れ

る
虫
害
な
ど
に
強

い
部
分
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
基
礎
に
使

用
す
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
も
、
建
物
の

企基礎工事の施工図
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耐
用
年
数
に
負
け
な
い
よ
う
な
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
使
用
す
る
砂
は
、

鉄
筋
の
腐
食
防
止
の
た
め
、
海
砂
で

な
く
川
砂
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
国

内
産
の
川
砂
は
海
砂
に
比
べ
、
採
取

量
が
極
端
に
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
使
用
す

る
水
分
は
四
十
六
・
五
%
で
通
常
の

六
十
%
に
比
べ
、
非
常
に
少
な
く
、

一
般
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
用
年
数

が
六
十
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
今
回

使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
そ
の
十

倍
の
六
百
年
の
耐
用
年
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

基
礎
工
事
は
、
今
年
五
月
に
完
了

し
ま
し
た
が
、
同
時
に
基
礎
周
囲
の

石
積
み
工
事
や
木
工
事
、
素
屋
根
工

事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工

事
の
様
子
は
次
号
以
降
で
皆
さ
ん
に

報
告
し
ま
す
。
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大洲市ー長浜町・肱川町河辺村で組織する大洲喜多合併協議会 (任意)設立準

備会の初会合が市民会館で開かれ、4市町村の首長や職員ら約20人が出席しました。
10月11日に合併協議会 (任意)を設立することを申し合わせたほか、会長に選ば

れた桝田市長が4市町村から派遣された事務局職員10人に辞令を手渡しました。
A 桝田会長から辞令を受け取る事務局職員

地域の産業・文化・伝統を活かそう!

北海道から沖縄県まで全国各地から約170人が参加して、全国ふる

さと市町村圏研修セミナ-2002in西予が大洲市や内子町で聞かれま

した。関西じゃらん編集長稲垣隆弘さんの基調講演や、内子町岡

田文淑さん、大方町 (高知県) 畦地和也さん、新四国旅マガジン

iGajA四国」編集長・津川晋ーさんの事例発表などがありました。

第24回交通安全キャンペーン全国キャラパン隊 (愛媛コース)と
して 、県警斐通機動隊、JAF関係者ら計約10人が大洲市役所を訪

れました。大洲市受通安全母の会 上甲千里会長が内閣官房長官から
のメッセージを読み上げた後、大洲幼稚園児約30人が風船を飛ばし

交通安全を願いました。

行こう!行こう!いもたき食べに!

今年も「いもたき初煮会」が如法寺河原 (柚木)で開かれ、いもた

き会場を訪れた約5，500人が一足早く大洲の秋の味覚を楽しみまし

た。この臼は、大洲藩主加藤家ゆかりの鳥取県米子市から来た皆さん

35人 (写真右)も参加して大洲特産のさといも (夏芋)を味わいな

がら、会場の皆さんと交流を深めました。

膏年会議所

大洲・霊光の両 JCが支流

カンハン

大洲と霊光 (韓国)の両青年会議所は、儒学者萎涜との縁で交流を

続けています。この日は両JCの会員約15人が市役所を訪れ、桝田

市長、清水市議会議長、片山教育長らと懇談し 、霊光JCのキム・サ

ンポム会長が両JCの文化交流支援や桝田市長らの韓国への訪問を呼

びかけました。(写真:受流の様子を話す大洲JCの篠崎守良さん)
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あなたの健康を
サポートします

I~固四置盟国E図

白首

m月
の
告
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階
で
す
。

、
【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

o
m月
1
日

ω
平
成
日
年

9
月
生

o
m月
8
日
附

平

成

凶
年
5
月
生

(
8
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

o
m月
日
日
例

平

成

日
年
3
月
生

受
付
時
間

日
時
1
日
時
泊
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

o
m月
7
日
叩

平

成

日
年
ロ
月
生

受
付
時
間

9
時
加
分

1
m時

-・=町軍軍峰三1: [9~主fd~~

10月6日(日)石村整形外科医院(若宮)

ft 23-5767 

10月13日(日)平田胃腸科匹門科(若宮)

まま 24-1200

辻内科医院 (長浜)

ft 52-0174 

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

o
m月
幻
日
開

相

談

時

間

凶
時

1
正
午
、

時持
参
品

持
参
晶

婦
人
が
ん
検
診

健
康
手
帳

『
υ
主リ

i
「

D

1
4
Rは
W

胃

1

O
八

多

喜

連

絡

所

日

月
日
日
幽

O
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
保
健

セ
ン
タ
ー
)

叩
月
時
日
樹
、
お
日
側
、
お
日
幽
、

羽
日
同

品
歳
以
上
の
人
の
乳
が
ん
検
診
は
、

2
年
に

l
回
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
イ

(
エ
ッ

ク
ス
線
撮
影
)
を
実
施
し
ま
す
。

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

今
年
度
も
、
希
望
す
る
高
齢
者
を
対

象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。
日
程
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ

り
ま
た
は
各
連
絡
所
発
行
の
保
健
だ
よ

り
(
叩
月
号
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10月14日(月)いんなみ眼科・神経内科

(田口)

ft 24一0700

10月20日(日)西原耳鼻咽喉科(東大洲)

合 23-3366

10月27日(日)かわばた産婦人科(東大洲)

ft 23-1103 

-1~~~~.~~.f.J圃レ彊圃

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間 ・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで、。

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
}

O
毎
週
火
曜
日

日

時

1
正
午

{難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火
曜
日

目
時
1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
]

O
第

3
金
曜
日

日

時

l
m時

【
H
T
L
V
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
1
金
曜
日

9
時

i
m時
却
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日

凶

時

1
げ
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

日

時

l
m時

{
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
鈎
分
1
日
時
加
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知

5
せ

次
の
と
お
り
、
献
血
車
が
巡
回
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
o

m月
3
日
同

市
立
大
洲
病
院

大
洲
中
央
病
院

日
時

1
正
午

日
時
却
八
刀
1凶

時
加
分

市立大洲病院 (西大洲)

公 24-2151

宮)

森)

加戸病院 (若

宮 24-5101

日大洲記念病院 (徳

ft 25-2022 

金~日曜日

月・火曜日

日曜

曜

く
よ
く
よ
し
な
い
考
え
方
本
多
時
生
著

カ

オ

ン

ヨ

ウ

ジ

ュ

ア

ン

利

休

の

貌

武

田

正

受

庵

著

ブ
ル

l
ノ

・
タ
ウ
ト
へ
の
旅鈴

木
久
雄
著

阿

蘇

・

黒

川

温

泉

昭

文

社

市

民

の

憲

法

五

十

嵐

敬

喜

著

抵

抗

勢

力

は

誰

か

島

山

太

郎

著

改
正
商
法
の
す
べ
て
財
経
詳
報
社

共
済
・
生
保
損
保
&
自
動
車
保
険
の
す

べ
て
が
わ
か
る
本
主
婦
と
生
活
社

町
工
場
が
滅
び
た
ら
日
本
も
滅
び
る

橋
本
久
義
著

感
性
の
た
ね
を
ま
き
な
が
らウ

ル
ン
パ
ラ
ト
モ
ヨ
γ

漆
原
智
良
著

身
近
な
寄
生
虫
の
は
な
し
字
賀
昭
二
著

「
飽
き
な
い
」
散
歩
術

出
井
邦
子
著

不
妊
体
験
マ
タ
ニ
テ
ィ
編
集
部
編

i
1

マ
仲
ι

ヨ、ン

毒

草

川

種

中

井

将

善

著

小
さ
な
家
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
リ
フ
ォ
ー
ム

永
岡
書
庖

日
本

酒

を

味

わ

う

田

崎

真

也

著

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
手
作
り
ア
イ
テ
ム
つ
く

っ
ち
ゃ
お
!
ゼ
ク
シ
イ
編
集
部
編

小
さ
な
可
愛
い
お
庖
の
つ
く
り
方

た
か
は
た
け
い
こ
著

玄
関
前
ガ

1
デ
ニ
ン
グ
2
世
界
文
化
社

サ

ッ

カ

ー

と

私

金

子

勝

彦

著

詠
み
あ
げ
て
味
わ
っ
て
み
た
い
日
本
語

棋
ギ
裕
介
著

パ

カ

ラ

服

部

真

澄

著

サ
カ
エ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の

悪

魔

斎

藤

栄

著
ヨ
ウ

銀

行

連

鎖

倒

産

水

木

楊

著

人

間

動

物

園

連

城

三

紀

彦

著

結

婚

し

て

か

ら

石

川
結
貴
著

14 

読
書
講
座

「
読
書
の
た
の
し
み
」

講

師

稲

積
街
裏
先
生

日
時
叩
月
お
日
同

9
時
却
八
刀
1
1
時
加
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
・
日
・
白
日
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第
相
回
大
洲
市
戦
没
者

・
消
防

及
び
公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式

日
時

平
成
凶
年
日
月
初
日
制

午
前
日
時

場
所

大
洲
市
民
会
館

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
お
近
く
の

遺
族
会
役
員
ま
た
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

合

@

2
1
1
1
(内
線

1
7
6
)

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
で
は
、

下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
責
任
技
術
者

と
し
て
登
録
す
る
た
め
の
資
格
認
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
試
験
は
、
こ

れ
ま
で
毎
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
隔
年

(
偶
数
年
度
の
み
)

の
実
施
と
な
り
、
来
年
度
は
実
施
し
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

試
験
に
つ
い
て

日
時

平
成
比
年
ロ
月
1
日
間

午
後
1
時
却
分
1
3時
加
分

会
場

松
山
大
学
(
松
山
市
文
京
町
4

番
地
2
)

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
公
共

社

4

側

1

4

7

6

 

E
Z
Q
M

卦ヨ

t

・

t
3
2
-
-
5
 

一
E
-

一

電

5
設

4

2

:

2

 

戸

公

れ

合

水道業者の

緊急漏水当番表

城出口
M

F
h
J
V
 

月nu 

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
手
続
き

期

間

叩

月
l
白
川
w
i
m
日
幽
期
限
厳

守

毎
日
の
執
務
時
間
中

受
付
窓
口

下
水
道
課
(
市
役
所
2
階
)

手
数
料

3
、
0
0
0
円

講
習
会
に
つ
い
て

日
時

平
成
凶
年
日
月
日
日
同

午
前
日
時
1
正
午

午
後
l
時
加
分
1
3時
却
分

会
場

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
1
(松
山
市
湊
町
7
丁
目
)

受
講
料

2
、
0
0
0円
(
テ
キ
ス
ト
代

別
途
2
、0
0
0
円
)

※
駐
車
場
は
、
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

合

@

2
1
1
1
(内
線
2
5
5
)

行
政
相
談
週
間

m月
剖
日
i
U
日

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
が
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

平
成
M
年
目
月
幻
日
開

午
前

9
時
1
正
午

市
役
所
3
階
会
議
室

場
所

土居鉄工所
ft24-4519 

上工業側

ft24-3141 

(有)南予水道住設

ft23-2352 

藤水道庖

ft24-4410 

(有)星加水道設備

ft26-0020 

回水道庖

ft26一 0265

9紛

村

f左

10月6日(日)

10月12日出

10月13日(日)

山
本
敏
和
(
西
大
洲
)

辻
陽
子
(
大
洲
)

相
談
例

道
路
、
登
記
、
郵
便
、
消
費

生
活
、
社
会
福
祉
、
公
害
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
改
善
に
関
す
る
意
見

・
要
望
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
行
政
係

企

@

2
1
1
1
(内
線
3
3
1
)

行
政
相
談
委
員

m月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間

支
え
あ
う
働
く
み
ん
な
の
労
働
保
険

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
っ
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
ハ
ロ

l
ワ
1
ク
大
洲

(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
)
ま
で
。

合

@

3
1
9
1

m月
1
日
1
7日
は
公
証
週
間

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼
に

よ
り
、
遺
言
書
、
金
銭
の
貸
借
、
不
動

産
の
売
買
、
損
害
賠
償
や
慰
謝
料
の
支

払
い
な
ど
、
各
種
の
契
約
書
(
公
正
証

書
)
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
公
正
証
書
に
関
し
て
の
法

律
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

備

3

庖

3

業

1
設

1

2

:

8

5

4

 

n
U

冨
弓

R
u
-
-
q
u
-
-
-
R
U

設

4

工

2

:

一

一

一

一

5
道

4

電

4

屋

4

:

2
，、

2

2

2

黒

公

判

宮

丸

公

予

包

山古
手

西

t葱10月14日(月)

(有)

伊

10月19日出

八
幡
浜
公
証
役
場
(
八
幡
浜
市
広
瀬
)

怨

0
8
9
4
・
2
2
・
2
0
7
0

情
報
提
供
の
お
願
い

身
元
不
明
の
男
性
遺
体
に
つ
い
て

平
成
比
年
8
月
7
日
午
前

6
時
記
分

頃
、
宇
和
島
市
戸
島
の
本
浦
港
沖
合
海

上
で
漂
流
し
て
い
る
男
性
遺
体
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
身
元
が
判
明
し

て
い
ま
せ
ん
。
現
在
所
在
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
人
や
行
方
不
明
と
な
っ
て
い

る
人
(
左
記
の
男
性
遺
体
)
に
関
す
る

情
報
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
男
性
遺
体
の
特
徴
》

①
年
齢
日
歳
i
臼
歳
く
ら
い

②
身
長

1
6
2
畑
、
中
肉
、
頭
髪
9
1

日
間

(
3割
位
白
髪
ま
じ
り
)

③
上
前
歯
3
本
が
義
歯

④
頚
部
と
両
腕
に
強
い
日
焼
け
の
痕

⑤
服
装
は
、
灰
色
T
シ
ャ
ツ
、
青
色
系

チ
ェ
ッ
ク
の
ト
ラ
ン
ク
ス
型
パ
ン
ツ

⑤

8
月
4
日
頃
に
溺
死
(
推
定
)

連
絡
先

字
和
島
海
上
保
安
部

2
0
8
9
5
・
2
2
・
1
2
5
6

「
女
性
の
権
利
」

無
料
電
話
相
談

叩
月
初
日
出

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

備

3
備

4

8

8

 

珪
訳

7

6

0
ι
Z
4
 

ノ

一

言

一

4

5

 

サ

2

1

2

8

F

2

 

ア

日
時

三原設備

まま 24-3783

福水道工事庖

ft24-3656 

甲建設 (株)

公 24-5914

塚鉄工所

ft25-0300 

(有)

(有)

上

大

神

岡

10月20日(日)

10月26日出

10月27日(日)

相
談
の
た
め
の
電
話
番
号

(
当
日
の
み
)

合

0
8
9
・9
3
4
・5
8
5
5

内
容

D
V
な
ど
に
限
ら
ず
女
性
の
問

題
全
般
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。
(
面
談
相
談
も
可
)

場
所

愛
媛
弁
護
士
会
館

(
松
山
市
三
番
町
)

固
包
0
8
9
・
9
4
1
・
6
2
7
9

主
催

日
本
弁
護
士
連
合
会

愛
媛
弁
護
士
会

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

大
洲
市
で
は
、
民
間
団
体
と
の
共
催

で
「
レ
ン
ガ
の
あ
る
風
景
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
募
集
期
間
は

1
0月
末
ま
で
。
詳
し
く
は
、
お
お
ず

赤
煉
瓦
館
へ

o
mu
@
1
2
8
1

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
町
並
み
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

叩
月
1
日

ω
l
m月
6
日
同

V
佐
川
レ
オ
個
展

叩
月
日
日
幽
i
m
月
初
日
間

V
阿
羅
こ
ん
し
ん
「
こ
と
ば
と
書
」
に

よ
る
コ
ラ
ボ
レ
イ
シ
ョ
ン

日
月
辺
日

ω
l
m月
幻
日
同

V

「
古
布
・
く
ら
し
」
展

叩
月
却
白
川
W
1
1
月
1
日
幽

展
示
時
間
叩
時
j

w
時

※
最
終
日
は
凶
時
ま
で

休
館

毎
週
月
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

大らよ 国がい日
切心りふ都 巳
な の )る会そ回
の時ださにれは
か代そと暮が旦
もへう市ら四雪

。 で町す国り
。形す村人のチ

2 の。圏た魅ベ
斗 な モ 研ち力 ツ

いノ修の」民
ものセ印と υ

の 時ミ象い何
こ代ナ(うも
そ か|全のな

15 



l 託凱しは一に

大洲市公式ホ一ムベ一シジ~、t坑li!J院，-n'A 'lf A 'lf A 'JlIIil比i.i!Jロ刷im、e.j加目1 

ヰ目 談 内 容

交通事故相談
(愛媛県)

人 '1 キ目 談
(法務省)

人権擁護委 員 に よ る

無 料 本目 談

~'j 政 キ目 談
(総務省)

社会保険相談

不動産無料相談

定期税務相談

不動産登記、供託、訴
訟書類などの法律相談

;一般相談

心配ごと l法律相談
|介護相談

相 談 :(相談時間)

家庭児童相談

人権・同和問題(<:

関する何で も相談

青少年相談室

ふれ愛スクール相談電話

本目 談
日 時 1;I. ど

圃司..  ・、

tー
10月 8 日(火) / 10 時~ 15 時

10月 25 日(金) / 10 時~ 15 時

10月 1 5 日(火) / 10 時~ 1 2 時
10月 1 8 日(金) / 10 時~ 12 時

毎週月-水-金曜日
9 時~16 時(休日を除く)

10月 2 1 日 (月 ) / 9 時~12 時

10月 2 日 (水)/10時~15時30分
10月22日(火)/10時~1 5 時30分

10月 15 日(火) / 9 時~16 時

10月 11 日(金) / 10 時~ 15 時

10月 5 日 (土) / 10 時~ 1 5 時

毎週月水-金曜日

毎週火曜日

毎週木曜日

1 0 時~12 時、 13 時~16 時

(祝祭日 ・年末年始を除く)

毎日の執務時間中

毎日の執務時間中

毎日の執務時間中

毎日の執務時間中

|広報おおず 2002 10月号 |

と 案 内
場 所 1;I. と 聞い合わせ先

市役所3階会議室 総務財政課交通安全係
市役所 3階会議室 fi24-2111 内線 323

八多喜公民館
急ぐときは法務局 まま 24-4155

市役所3階会議室

法務局大洲支局
法務局大洲支局 fi24-4155 

人権相談室

市役所 3階会議室
急ぐときは fi 24-5072 (山本)

fi 24-4294 (辻)

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

fi 089-925-51 05 

宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 合 24-4452 

大洲商工会議所 大洲税務署 fi24-3115 

大洲市民会館 愛媛県司法書士会
小会議室 fi 089-941 -8065 

大洲市総合福祉
センター

受付は総合福祉センタ 1階

(椙談室直通)
社会福祉協議会窓口まで

合 23-0313
会 23-5629

市役所高齢福祉課 合 24-2111 内線 178

大洲隣保館 合 24-6100
大洲福祉会館 宮 25-1947

青少年センター fi 24-7830 

国立大洲青年の家 fi24-1414 

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

執るい選挙啓発mスタ¥
~優秀作品紹介~

多くの皆さんのご応募ありがとうございました

新谷小6年森本 築 蔵川小5年上野 香 蔵川小6年井口由加理

今月の納税は

市 ・ 県 民税 3期

国民健康保険税3期
納期限は10月31日です

市民の動き

平成14年 8月30日現在

人 口 39，216人 (-13) 出生 23人 (-12)

男 18，690人 (-10) 死亡 22人 (+2) 

次 20，526人 (-3) 

4帯数 弘前世帯(一山 ( )内は対前月上ピ

大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

件数 171 183 

負傷者 228 226 

死者 2 5 
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